











家が行った白海＝バルト海運河建設現場集団視察の記録は、そうした例 一つである。一九世紀にも、より小規模ながら 類似の企画が実行された。一八五六年に行われた、一群のロシア作家による水辺地域の調査プロジェクトがそれだ。本稿は、このプロジェクトの成果のうち 帝国南部に関するものの一部について概略を整理 特徴的な文章を紹介しながら、こうしたプロジェクトから生まれたテクストが、南方表象にとって持った意味を考えることを目的とする。　
このプロジェクトは、当時ロシアの海軍を司り、地理学協会の長も兼ねていた青年大公コンスタンチ






Fedor Petrovich Litke. 一七九七―一八八二）は、海
軍士官候補生の時にダンツィヒの砲撃で腕を示した優秀な軍人であると同時に、名高い地理学者であり、一八二六―二九年、世界周航調査の際に行ったベーリング 沿岸の諸島や半島 克明な調査が世界的に評価されて、ペテルブルグ科学アカデミー準会員、後名誉会員となり、さらに会長（一八六四年以降）を務めている。一八四五年のロシア地理学協会の設立にも中心的な役割をはたし、名誉的な会長役の大公のかげで、協会 実務を取り仕切る副会長を務めた。このリトケこそ、一八三二年から少年期のコンスタンチン・ニコラエヴィチ大公の教育係を務めた人物であっ 。す わち地理学協会 も 四八年創刊の『海事論集』にも、そして大公自身にも、リトケの軍人・地理学者としての夢と情熱がたっぷり注ぎ込まれていたと見て間違いない。海軍のリクルート戦略と文化人類学的な調査と文学趣味とを一緒にしたような五六年 プロジェクトは、そうした夢の興味深い展開 ように思える。　
この時代のロシア帝国では、広大かつ多様な自国の地理風土を具体的に認識し、国民の生活環境や、
































































タンチン・ニコラエヴィチ大公自身がプロジェクトに招 た 家だった。当時すでに農民生活のテーマを得意とし、民衆語の知識も持っていたうえに、短編『大工のアルテリ を、クロンシタットに停泊中のフレゲート艦リューリック号上で、大公に朗読して聞かせた経緯 った。当時まだ、御料地局勤務の九等文官だったピーセムスキーの派遣に、はじめ当局は難色を めしたが、二度目の要請で許諾した。　
ピーセムスキーは、一八五六年一月九日から一一月九日までの予定で、アストラハンおよび沿カスピ


































峙する軍事基地として整備された。ロシア帝国のアジアに開けた窓として、中東や南アジアとの交易も盛んで、ヴォルガ流域、コーカサス、イラン、インド、中央アジアなどの商人が訪れた。一五世紀に北部ロシアからインドまで旅をしたトヴェーリ公国の商人アファナーシー・ニキーチン（旅行記『三つの海を越える旅』の作者）もここ 通った。作家で民俗学者 ミハイル・プリーシヴィンも、未来派の詩人ヴェリミール・フレーブニコフも、アジア的ロシアを体現するこの町から大きなインスピレーションを受けている。現在 もロシア人のほかにタタール人、カザフ人、アゼルバイジャン人、アルメニア人、ウクライナ人などが居住しているが、ピーセムスキ が訪れた一九世紀中期にも諸民族の混住の雰囲気が強く、その記述にはコサック、タタール人、アルメニア人、ペルシ 人、市外 住むカルム ク人などの外貌と れぞれの生活風俗の描写が大きな場所を占めている。　
続いて訪れるバクーは、カスピ海西岸のアプシェロン半島に位置する町で、海岸に広がる美しい景観



















＊偏見的カルムィク談義「あれはいったい何という人種だ」私は御者に聞いた。「カルムィク人ですよ」相手は答える。「やけに汚らしい連中だなあ」「きれいなはずがありますかい」御者が言い返す。 「ステップの獣同然の暮らしをして、死んだ動物の肉を食らっているんですから。ガキどもなんか、まるで小鬼みた に、真っ裸 すすけた姿で駆け回っていまさあ」「おまえ、ここの者じゃないのか」
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て煤だらけの、見栄えのしない瓦屋根の家ばかり。石造りの建物に 、同じように見栄えのしないバルコニーというかむしろ回廊が付いているが、み 必ず内庭を向いている。人気のないステップを旅してきた私には、とてつもなく人口の多 都市か、それとも市場にやっ きたような がした。人間が通りにひしめい いるのである。しかもその衣装の多様さはどうだ――毛皮帽子（マラハイ） 、ペルシア帽子、ラシャ外套（アルミャーク） 、寛上衣（ハラート） 楯襟服（チューハ）！
　
まるでバベルの塔が








ザラシの印象などに交じって、かつて一つの海をなしていたカスピ海と黒海が、コーカサス山地の隆起によって分断されたという、地質学的な仮説が紹介される。バクーの町はまずそのおとぎ話的な外見が驚きとともに紹介され、続いて、ロシアとペルシアの狭間で展開されたその悲劇的な歴史が記述される。町の近景は、遠景との落差を基調に語られ 伝説の「乙女 塔」 、水底の城、キャラバン・サライなど、名所が紹介される。オリエンタリズム風好奇心満々のピーセムスキーは、石油 臭いに反応し、拝火教徒の僧院で礼拝を見物し、さまざまな楽器、そして町中にあふれる陽光を、感嘆の目で見ている。【テクスト】＊カスピ海と黒海がつな っていた話　
かつてカスピ海が黒海とつながっていたという説は、今日では全く疑う余地はない。クバーニからド
ン軍団のしめる全土を経てカスピ海まで上ってくる道程の全域で全く同じ種類 貝殻、同質の地層がどれ、至る所に大小の塩湖があるという事実は、この地域一帯がかつ 海底であったこと 明瞭に物語っている。とすれば、水はどこに行ったのか？
　
蒸発したというのでは不十分だ。この興味深い事実













のない者には、バクーの町並みがどのようなものか想像できないだろう。我が国の商店街の裏側の薄汚い小路を思い浮かべても、まだ足りない。我々は窓 ない壁の間を二人ずつ並んで進んだ。三人並ぶは無理だったろう。上を見上げると空が細 筋になって見えるだけ。足下は畜糞だらけである へとへとに疲れてや と昔の権力者の住居に着いた。かつてこの中がどうであったか、もはや偲ぶかげもない。母屋は今では兵舎となり メチェーチには武器や砲兵隊の備品が保管されている。ただし外観はまだほぼそっくり保たれていた 宮殿 周囲をめぐる回廊と彫刻が施されたいくつかの入り口は、見事なもの った。見るからにギリシア人の手になるもので、ペルシア風とは全く違うのだ。 が、思わず息を呑んで数分間立ち尽くしてしまうような最高の絶景は、テラスからの眺めだっ 。ここ ら見 バクーの町は、棚田のようにだんだんと下って、郊外に向けて広がっていき、最後に海へと達する。船が点在するその海は、遠くで水平線と溶け合っている。そしてこのすべてが、明るい陽光を浴びたように輝いているのだ。＊拝火教徒の僧院（インド商人の遺産）で礼拝を見物　
スルハナ集落の近くに石油と炭化水素がたっぷりと染みこんだ土壌があって、どこでも好きなところ
の地面をちょっと掘り返して火を近づけると、すぐに炎が立って、風に吹き消され まで燃え続ける。その場所に拝火教徒（ゾロアスター教徒）が住む僧院がある。何年か前までは、サリヤンの魚加工業の徴税代理人をしていたソブラ＝マグンダスと うインド人商人が、この僧院を支援 いて 当時こ
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には八〇人にも上る修道士たちが暮らしていた。しかしこの商人がペルシア戦役で破産したため、僧院は資金が枯渇し、修道士たちが死に絶える一方で新人は入ってこないということになり、今日残っているの わずか二人だけである。この修道院はペルシアの拝火教徒が建てた 、いかにももっともらしい仮説があるが、しかしこれは間違っている。我が国の東洋学者イリヤ・ベレージン（一八一八―九六）は、ダゲスタンとザカフカスを調査した結果断言しているが、アプシェロン半島（カスピ海西岸の半島）に ペルシアのゾロアスター教徒はい めしがなく、ここに常住していたのはインド人であった。それをたとえばラングレーとかスザンヌといった学者たちがペルシア人拝火教徒と取り違えたので る。彼らの信ずる宗教も、儀式も、偶像礼拝も、言語も、故郷も、はては顔つき自体も、すべてがインド出身であることを物語っている。　
僧院の敷地の中央にメインの供物台が立っている。四阿（あずまや）の四本の支柱に載った石製のよ


























に触れた後、作者は町の市場や商店の様子を描き、さらに商業をリードしているアルメニア人とその背景に注目する。その記述には、かなりの調査と勉学の跡が見え、またオリエンタリズム臭のする好奇心が発揮されてい まずアルメニア人がアストラハンに定住した経緯に関する諸説が紹介される。さらに絹やらくだの毛を商うアルメニア人の商才、ロシア商人との対抗、居住条件をめぐる確執などが語られる。以降は文化人類学的な記述になり アルメニ 人の風俗文化、教会 婚礼、葬礼などの儀式、服装、風刺歌、民族性（ 立ちたがりや、異文化の表面的模倣傾向が強調 れる） 、娯楽（カード、ダンス、ピクニック、宴会、歌） 、外見、性格の実務的側 が紹介される。【テクスト】＊商業の支配者としてのアルメニア人、アストラハンへ 定住経緯　（アストラハンの市場は）かような雑居状態であるが、はっきりと分かるのは、買い物客が兵隊、カルムィク、タタール、ロシアの百姓と雑多なのに対して 売り手の方は大半 アルメニア人だということである。商店街を出たところの大通りでも 事情は同じだ。この通りを歩くと、まるで ルメニアの
39 












女性たちの姿であった。私は女性たちがチャドル（＝主としてイスラームの婦人用ベール）をかぶっているのだと推測し、き とベールの下には慎ましい美人が隠れているのだろうと考えた。一人の顔をのぞき込むと、ちょうどチャドルがちょっと開いて、老婆の長い鼻としわだらけの顔が現れ 後に確かめたところによると、アルメニア女性でチャドルをかぶるのは、年寄りときわめて醜い女性ばかりだという。三時間ほども続いた聖体礼儀の間中ずっと、厳粛な雰囲気が厳しく保たれた。全員が恭しい面持ちで立ち、洗礼を受けた。洗礼の形は我々と同じだが ただし右の肩から左の肩へという順序ではなく、その反対順であった。聖体礼儀が終わるまで一言として私語を交わす者も、笑みを浮かべる者も、聖堂を出る者もいなかった。＊婚礼、葬礼　
司祭が新婚夫婦を祈りで祝福し、花婿の首に細い糸を巻き付けて、端をきつく結ぶ。これは肉の交わ


















タールとの比較がまず展開される。続いて、タタール人アブベケールをインフォーマントにして、彼らの生業（畜産、農業、織物、水運、荷役など）が描写されるが、このインフォーマント自身、タタールに同情的ではないようだ。記述はさらに結婚の風習（多妻制、仲人 身請け金） 、ベーラムとラマダンなど 及ぶが、それに先だって、タタールをアジア的心性の体現者と捉えた上で、その弱点に関する考察が挿入されている。【テクスト】＊原住民としてのタタール（他地域 タタールとの比較）　
いずれにせよタタールはアストラハン県の原住民である。彼らはこの土地を所有し、この土地ととも
に征服され、そして今でもこの土地の住民 重要な一部をなしている。私自身、目下タタールの村に暮らし、貧相な作りのタタール横町を徘徊し、運河を渡るにもいわゆるタタール橋を通る。見た感じでは、この地のタタールはコストロマ、カザン ペンザの タールとよく似ているが、ただしアストラハン・タタールはより大柄 ようだ。ブーツかオ バーシューズのよう 短靴 履き、長い麻 ルバシカの上に刺し縫いを施したアハル （短いカフタン）やハラート（長い上着） 羽織り、剃った頭にエモルカ（円帽）を付けて、その上から毛皮 縁が付いた帽子をかぶって、小さくて貧弱な自分 店のあ
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たりに座り込んでいる姿は、どこかの巨人族のように見える。彼らを見ていると、ついついゴーゴリのサバケーヴィチの姿が思い起こされ、きっとこれらの者たちをこしらえる際にも、自然は細かな道具など用いることはせず、ただ自らの肩から切り取ったのだろうと思って まう。一度つまむと鼻ができ、もう一度つまむ 口ができ、錐でほじると目ができてといった調子で、仕上げの加工も何もなく、そのまま神の世界に解き放って、生きよと命ず いうわけだ。通りではよく ムスリムの習わしに逆らって、頭にハラートをかぶったタタール女性を見 ける。チャドルの代わりのつもりなのだが、全然きちんとかぶってはいな ので、女性たちの面広の、顎の張った顔や、小さいがたいそうきれいな目や、あげくはベシュメート（部屋着状の上着） 、細いズボン、モロッコ革の靴下、突っかけ靴といったものまでも、大変よく観察できるのだ。＊生業（インフォーマントの談話）　
｢ タタールの連中は教育がなくてケチです。経験のある水先案内を雇わないで、身内でやれば安上













































る。さらには、日課、祭日、儀礼（生誕、結婚、葬儀） 家の構造、食、生業、競馬、相撲、猟、医療などの記述 続く。結果的にピーセムスキーは、アストラハンの非ロシア民族中ではカルムィクにだけ破格に長い を捧げているが
 、それはそのまま対象のエキゾチシズム（ロシア人の文化感覚からの




思っていた。そこにはありふれた田舎町と、小さな寒村があり、退屈な街道が走っている。そしてその先は、何もない自由な空間が広がり、そのただ中で野蛮で戦闘的な種族 遊牧生活を営んでいる――そんな風に思えたのだ。彼らの畜群が膝の丈まで茂っ 豊かな牧草地をゆっくり歩いている。勇猛 走ることにかけては引けをとらない騎手である彼らも、悍馬の背に乗って、自分たちのユルタのそばを歩んでいる。ユルタの中には、フェル の覆いのかげに、色黒で漆黒の目をした妻たちや、巻き毛の子供たちの姿が見える。 人かの老人が、深い草むらに腰を下ろし、暖 馥郁とした大気を吸 ながら、冷えた馬乳酒を飲んでいる。茂った芦原をイノシシが揺らし そう と思う 遠くの方 、狩人たちに追われる野山羊の群れが走りすぎていく。すでに何日かこ ステップ地方 いるが なんと言うべきか、かつての私 想像 うち百万分 一でも現実に見合っていただろうか？
　
カスピ海に始まって先




ているのは、サルパ、エゴルィシ、マヌィシその他の貧弱な小川ばかりで、水もしょっぱくて苦く、呑むのは不可能だ。ヴォルガとクマの沿岸およびサラトフ県の境界あたり、およびドン軍団の土地にくると、こ 死んだような光景が幾分活気づくが、それといえどもどこか北ロシアあたりの川沿い 草場は決して勝るもので ない。馥郁たる空 というのも、一年の内に列氏で上下四〇度も幅があるので、決して健康によいとは言え 木立については語るべきこともない。生えているのは薪にさえならないサル柳や白柳ばかりで、それも何十露里も走っ やっと何本かの樹木が目に触れる程度のものである。イノシシもサイガ（レイヨウ）の群れも私は見たこと ないが、話によるといるそうで、おまけにアナグマ、ジャッカル、キツネもおり 大量のウサギもいるらしい。鳥類は、ステップの鳥も水鳥も豊富で、雉、野雁、クラハリ鴨、白鳥 野鴨、どこにでもいる鵜、ペリカン、大カモメ、カモメ、サギがいる。　
しかしこうした貧しい自然環境の中にも、 （もしも遊牧生活を人間の生活と呼べるならば）一民族全















立項が明確に存在 前 の優越が自明視されている。非ロシア系住民の文化レベルに対する評価もこの尺度に忠実であり、イスラームのタタールや仏教徒のカルムィクよりも キリスト教徒のアルメニア人に一目置いている（ただしその評価は、現実主義や勘定高さ＝精神性の欠如へ 軽蔑と表裏している） 。この裏返しで エキゾチシズム度においては、カルムィクが他を引き離していて、それは端的に彼の調査記録 長さに反映している。　
体感で得た印象と文献やインフォーマントからの情報を組み合わせた彼の報告は、北部ヨーロッパ・









































観が描かれ、語り手は、ネコヤナギと虚勢牛とチュマキーに関する連想に駆られる。続いて、チュマキーの荷作りの模様が描かれる。地元から集めて運び、クリミアで塩や魚に換えるものには、乾燥果実（梨、林檎） 、木製品（車輪、桶、車軸、頸木、椀、水入、匙、手桶、荷車の諸部品） 、陶器、食料品（ウォトカ 油、乾パン） 、呉服、穀物（小麦 黍、亜麻）といったものがある。チュマキーの間にも階層分化が進み、体を資本に働く者の他に、投資家に回るものが出てき こと 語られる。　
以降はチュマキーの旅を時系列に沿って追いながら、その様々な側面や予想される出来事が語られて






ステップでのその生命力は驚くべきものだ。怠け者の百姓が畑や水堰の端に棒杭を突き刺しっぱなしにしておいたり、考え事をして棒に寄りかかったままそれを地面から抜くのを忘れて放っておいたりすると、そこからネコヤナギがにょきにょきと伸びて、五、 六年もすると畑も池も小屋も覆うほどに茂るのである。広い荒野の大道に日陰作り 目の慰め ために植えら た、かわいそうなひとりぼっちのネコヤナギが、吹雪や荒天 さらさ ている姿は、思わず胸を打つ。すでに皆が毛皮外套にくるまり、ほん 時々だけ玄関に鼻先を出すような秋の日に、ネコヤナギの枝が騒いでい 様は、過ぎ去った夏を思い出させてひとしお胸に迫るようだ。暖かな宵に 田舎の家族がネコヤナギの下に座り込み 食事をしていることがあ 。歌では、ウクライナの動乱 時代に、子を失った母や夫を亡く た新妻が、ネコヤナギに語りかけている。南ロシアのある民話には、戦争で死んだ兄 妹 嘆 果てにネコヤナギに変身するという民衆の想像の世界が描かれている。最後 ネコヤナギは、ステップの運び屋チュマキーや去勢牛ともある種のつながりがある。ステップ あらゆ 困難や災難に見舞われながら、チュマキーも去勢牛もネコヤナギも、驚くべき生命力を発揮 る。去勢牛とチュマキーは、道中家も金もない中で、寒さや嵐から身を隠し、じっと身を寄せ合って過ごす 重い足取りで かろうじて脚を動かし がら、一方はくびきの下
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で、もう一方はそのすぐ脇で、手に持った鞭をただ空中で振りつつ、両者は進んでいく。そうして気がつかぬ間に何千露里も踏破しているのだ。ネコヤナギは、切り株から生えたり棒杭から生えたり、生え方もまちまちなら、貧しい土地、有害な土地、二股道、軟泥の堰の端など、生える場所もまちまちだが、同じく我慢強く育っていって、すべてに耐えていく。歌で去勢牛、チュマキー、ネコヤナギが切り離せない連想関係にあるのも不思議ではな 。去勢牛の るところにチュマキーがおり チュマキーいるところにはネコヤナギがあるのだ。＊チュマキーの階層分化（元締めに当たる富農層の出現）　
いまでは少し裕福になったチュマキーは、気ままで野趣に満ちた自分の商売を実入りだけで判断し、
農耕仕事や小さな取引と一緒くたにしている。こういうチュマキーはもはや怠け癖が付いてしまってもはや父祖伝来のタールを塗り込め ルバシカやニッカボッカーなぞ着ないし、去勢牛を連れて長旅に出かけ、様々な難儀や災いを味わうような ねもしない。そうしたことをさせるために、毎年二〇人とか四〇人とかの働き手を雇っていて 彼らに小銭を払い、荷を持たせて送り出し、自分は儲けを吸 上げるというわけだ。
･･･ そんな現代版のチュマキー、出来損ないの金貸し、投機師のような奴がミャコ
フスキー・フートルのそばにいるのを私は知っている。アンドレイ・イワーノヴィチ・シズョーン いう男で、もう一五年も自分では荷運びをせず、家 いて儲けた金で仲買商売を ている
･･･ 南の方か


























は納屋で、旅行中の食糧としてあらかじめ用意し おいた乾パン、穀粉、きび、獣脂、塩および車輪塗るタールを量り分けて る 門が開く音がす 。 は特別 がいしく世話 され、井戸の
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冷たい水を飲まされている。車軸に油を塗っている者もいる。隣人やこの界隈の友人たちが門出の見送りに集まってくる。一方、主人は楽しげに荷車や牛たちの間を歩き回っている。そこには彼自身の二頭立ても混じっていて、通例それは一番しゃれた姿をしている。くびきには色のついた模様が彫り込んであり、もしも主人がチェルニーゴフのチュマキーか裕福なハリコフ者だったなら、金箔で「キンキラ」に飾り立てられている。去勢牛の も一番大きなやつで、角も大きく張っており、色は黒褐色に白い斑が入ったやつか、ある は全身漆黒。まるで二頭の巨大な熊のようだ。手綱は綱ではなく革帯 ある。＊二枚のシャツ　
チュマキーが旅に持って行くルバシカは二枚だけで、これには独特の背景がある。道中彼は一枚のル




食わせているときなど、この雄鶏の鳴き声で、どこに荷車があるのかが知れるのだ。それはまた時間を教えてくれる。いまは夜、いまは深夜、もうじき夜明けだ、といったことを告げてくれるのだ。しかしおそらくさすらい人たちが雄鶏をかわいがる一番の理由は、人里離れたステップで、荒野に高らかな声をとどろかす雄鶏が、故郷の村や家を思い起こさせてくれることではないだ うか。厳めしく不遜な顔つきで埃まみれの荷車に陣取り、高みから同行者を観察 停泊所では周囲を歩き回って、自分用にとっておかれた選り抜きのえさを車輪の下でついばんでいる。中には、この雄鶏が道ばたの悪魔から守ってくれ 思ってい 者もいる。荷車部隊の寵児でありアイドルであるこうした雄鶏 場
 

























誰よりも一番被害を受 ている。草原が減 て牛に食わせる道草代 高騰したからだ。＊旅の経費の高騰　
南ロシアには何でも商売という気風が横溢している。チュマキーに向かって今どきただで手に入るも





ると、ほこりまみれで日に焼けた、黒々とした顔が浮かび上がる。粥が煮えるまでの間、まだ人々の疲れた目を睡魔が閉ざさぬうち 、昔の かつてのチュマキー暮らしの年月が話題に上り、民話が語られ、儲けの計算がなされ、親類のことが思い出される。荷車が壊れた者は、車輪を直したり、車軸を付け替えたり、リムやスポークを縄で縛ったり 新しいキングピンをはめ込んだりしてい 。明け方に野営の場所をみるといつもかなりの木端やカンナくずが残っている 、これはチュマキーの荷車がつねにできの悪いものだということを雄弁に物語っている。 「道具が悪いと息抜きもできない」とことわざも言っている。ついに修理が終わり、夜食も終わって、皆眠りに就く。＊通関　
ペレコープの仕切り場に着くと、チュマキーは一列に並ばなくてはならない。役人たちが、各自の荷

















天候にも、沼地にも、ありとあらゆる風土病にも、特に予防の措置もしなければ身を守る手段も持たないチュマキーは、しばしば っけなく死んでしまうことがある。街道には薬屋はないし、医者も見つからな からだ。住民の少ないステップ地域では、時には五〇露里四方に土地のお助け婆さん 魔女まがい、医者まがいをひっくるめた いわゆる「まじない女」が一人も見つからないこともある。暑気に負けて冷たい井戸水を飲みすぎたり、西瓜やまくわ瓜をむやみ 食ったり、あるいはただ体が冷えて風邪をひいたりしただけで、もはやチュマキーは頭を垂れてふさぎこみ、黙って自分の運命を迎える準備をするのだ。仲間は同情して 心配そう その様子をうかがって る。本人は はや食べることも飲むこともせず、じっと荷車の上に横たわ ている。痩せた体は死人のように青ざめ、寝返りを打つのもおぼつかない。髪はくしゃくしゃだ。ただときたま、水で舌を湿らせ くれと頼む。その果てに時折、夕暮れ時に、踏みならされ チュマキー「街道」から一〇歩ほど外れた窪地の なかに じ と立ちつくすチュマキーの集団と 脇の街道にたたずむ、牛を外され 荷車を見かけることに るのである。悲し儀式の準備が大急ぎで進められている。死 行く者 すでに体を清められ、髪 梳かれ、予備に持ってきたきれいなルバシカを着せら ている。しばしば遠からぬところ 、仲間が だ生きている彼の墓穴を掘っている。彼は長い上衣を広げた上に横 わり、枕元には干し草 房か水の入った小樽が置かれている。彼の前に立つの 一番親しい仲間か、親戚か、幼馴染の「義兄弟」だ。ほか 者たちはこの時は脇に退き、敬虔な顔で待機している 司祭が な め 罪の懺悔は友 対して行うのだ。　
「友よ、永遠の許しがほしい。あのネミロヴォの村で、おれは一桶盗みをした。そしてわがガンノフ
















くの旅のことを考えながら、彼 魂は旅立っていく。友人たちが集まってきて、十字を切り、新しい墓に彼の体を納め、一つかみずつ土をかけ、墓を埋め、その上 棒を立 て、麻のハンカチ 先に結え付ける。＊ウクライナの泥　
ポルタワとハリコフの泥濘のことは誰でも知っている。南の道を行く郵便馬車は、何週間も遅れるこ
とがある。私は五頭の頑健なクールスクの馬をつ た駅伝馬車 、一切積み荷なしで乗って、一時間にやっ 二露里か一露里半しか進めなかったくらいだ。ペレコープからセヴァストーポリにかけ 泥にはまった何百頭もの去勢牛が溺れ かって凍えているが この光景もみなに知られ い 。グレビョンカはポルタワの役人たちが職場に通う に、船もどきのオーバーシューズ 履くさまを描写している。
 
私は台所と家との間でソースの皿を手にしたまま泥に まった召使 見たことがあるが、手元 板がなかったものだから、彼とソースを救うため は娘部屋にあった木の衝立 裂いて、その半分を表階段か
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).  
⓾ オディギトリア型の聖母子像は聖母の片手が道を指し示していると解釈されることがあり 道案内＝旅人
の導き手＝チュマキーの守護神という論理であろう。
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